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新しくなった防災気象情報
川越町には「河川氾濫」及び「土砂災害」に関する防災気象情報は発表されません

河川氾濫 土砂災害

早期注意情報

大雨 高潮
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・・・　命の危険　直ちに安全確保
・・・　危険な場所から全員避難
・・・　避難に時間を要する人は早めに避難、避難の準備など
・・・　避難行動を確認（避難場所や避難ルート、避難のタイミングなど）
・・・　災害への心構えを高める
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地震が起きてからでは、できることは限られます。
避難する道、自宅の安全、情報を受け取る方法を、日頃から家族で確認しておきましょう。

問合せ先　防災安全課　℡３６６・７１２０

地震後は液状化や倒壊した建物、ブロック塀などに
より、いつもの道が通れないことがあります。

・自宅・職場・学校からの避難先を確認する
・避難経路は複数考えておく
・家族の集合場所を決めておく
・避難経路にある危険(ブロック塀や狭い道など)を
　確認する

住宅の倒壊や家具の転倒は、命を脅かすだけで
なく、避難の妨げにもなります。

・住宅の耐震診断を受ける
・必要に応じて耐震補強を行う
・家具を固定し、出入口をふさがない
・寝室に倒れやすい家具を置かない

停電や通信障害が起きても情報を得られるよう、
複数の手段を準備しましょう。

・町ホームページ・・・・・・・→　　　　
・防災行政無線個別受信機
・メール配信サービス
・LINE
・防災みえ・・・・・・・・・・→

補助制度があります→

自宅の安全対策を進める

避難先と避難経路を確認する

災害情報を受け取る方法を確認する
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耐震シェルター設置への補助

地震から命を守るための安全対策を

家具固定への補助 無　料

町内にお住まいで、次のいずれかに当てはまる方。
・65歳以上の単身世帯の方
・夫婦の合計年齢が 130 歳以上の高齢者のみの世帯
・身体障害者手帳の交付を受けている障害者のみの世帯
・療育手帳の交付を受けている知的障害者のみの世帯
・その他、町長が特に必要と認める方

対　象

耐震シェルターとは
主に寝室に設置する箱型の避難空間です。就寝中などに住宅が倒壊した場合でも、
居住者の生命を守ることが期待されます。

　地震による家具の転倒・落下を防ぐため、寝室や居間の家具を３台まで無料で固定します。
施工は町が派遣する業者が行い、申請者の負担はありません。

家具固定を希望される場合は、
12 月末までに申請が必要です。

対　　象 木造住宅耐震診断を行い、評点が0.7未満と診断された旧基準木造住宅(階数が２階以下の
もの)

補助金額
耐震シェルター

三重県型シェルター

設置費用の３分の２の額と25万円を比較して、いずれか少ない額

設置費用の３分の２の額と40万円を比較して、いずれか少ない額

最大40万円
今からできる備え


